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マ
イ
ク
　
フ
ィ

ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
著

長
谷
川
健
三
郎
訳

『
囚
人
組
合
の
出
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
囚
人
運
動
序
説
』

一
、
本
書
は
、
著
者
マ
イ
ク
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
（
一
九
五
一
年
生
ま
れ
）

が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
中
、
　
一
九
七
二
年
に
誕
生
し
た
P
R
O
P

（
写
8
R
〈
讐
凶
呂
亀
閑
蒔
馨
の
亀
勺
基
o
希
房
）
の
運
動
に
参
加
し
て
体
験
し
た
事

実
に
基
づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
受
刑
者
組
合
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
本
書
の
目
的
は
、
P
R
O
P
の
紹
介
に
つ
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
P

R
O
P
自
体
に
関
す
る
叙
述
は
全
体
の
四
分
の
一
ほ
ど
の
分
量
に
す
ぎ
な
い
。

本
書
の
目
的
は
、
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
受
刑

者
の
抗
議
運
動
と
そ
の
背
景
を
な
す
刑
罰
制
度
の
問
題
性
の
考
察
を
通
じ
て
、

ニ
ュ
ー
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
思
考
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
る
。
著
者
の
こ
の

問
題
意
識
こ
そ
が
、
本
書
の
中
核
を
構
成
し
て
お
り
、
本
書
を
単
な
る
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
し
て
い
る
。
勿
論
切
9
8
ヨ
の
の
書
評
（
月
ぽ
犀
三
昌

甘
露
糞
巴
亀
9
ぎ
ぎ
o
一
轟
ざ
く
o
ピ
一
。。
声
一
零
。
。
。
℃
マ
一
8
山
。
一
）
で
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
紹
介
と
批
評

い
る
よ
う
に
、
一
九
七
二
年
の
事
件
に
つ
い
て
の
克
明
な
描
写
は
、

料
で
あ
り
、
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
高
め
て
い
る
。

貴
重
な
資

二
、
本
書
の
編
成
と
内
容
を
紹
介
し
、
併
せ
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と

に
す
る
。

　
第
一
章
投
獄
の
機
能
（
℃
サ
令
ま
）

　
こ
こ
で
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
『
狂
気
の
歴
史
』
　
（
田
村
淑
訳
、
一
九

七
五
年
）
に
依
拠
し
な
が
ら
近
代
の
監
獄
史
を
回
顧
し
、
資
本
主
義
社
会
に
お

け
る
監
獄
が
受
刑
者
自
身
の
た
め
に
役
立
つ
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
一
九

四
八
年
の
刑
事
裁
判
法
、
一
九
六
四
年
の
監
獄
規
則
の
い
ず
れ
も
が
、
収
容
目

的
は
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
あ
る
と
謳
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
実
は
、
累
犯

者
が
あ
と
を
た
た
ず
、
監
獄
は
、
い
わ
ば
非
生
産
的
犯
罪
者
の
ご
み
箱
で
あ
つ

て
、
こ
こ
か
ら
出
て
き
た
者
は
ま
す
ま
す
犯
罪
化
す
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し

た
事
態
を
前
に
し
て
、
著
者
は
、
監
獄
に
は
社
会
復
帰
の
た
め
の
処
遇
の
場
と

し
て
の
機
能
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
下
層
階
級
の
小
違
反
者
た
ち
を
大
量
に
収
容

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
立
法
者
た
ち
か
ら
眼
を
そ
ら
さ
せ
、
さ
ら
に
、
一
般
の
人

々
に
と
つ
て
は
る
か
に
有
害
で
は
あ
つ
て
も
犯
罪
化
さ
れ
て
い
な
い
行
為
か
ら

注
意
を
そ
ら
さ
せ
る
機
能
が
あ
る
と
批
判
す
る
。
ひ
と
り
の
貧
し
い
労
働
者
が

些
細
な
犯
罪
を
犯
し
、
そ
の
か
ど
で
罰
金
を
支
払
わ
さ
れ
、
投
獄
さ
れ
る
一
方

で
、
同
じ
犯
罪
を
犯
し
て
も
起
訴
す
ら
さ
れ
な
い
上
層
階
層
の
老
が
い
る
と
指

摘
し
て
、
刑
事
司
法
の
不
平
等
さ
を
弾
劾
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
犯

罪
の
原
因
を
犯
罪
者
自
身
や
そ
の
環
境
に
も
と
め
る
の
で
は
な
く
て
、
法
律
そ

の
も
の
の
在
り
方
や
制
度
自
体
に
内
在
す
る
問
題
に
眼
を
向
け
る
ニ
ュ
ー
・
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
　
（
一
〇
〇
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
主
張
と
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
。
事
実
、
著
者
は
、
ト
ニ
ー
・

プ
ラ
ッ
ト
や
、
テ
イ
ラ
ー
、
ウ
ォ
ー
ト
ン
、
ヤ
ン
グ
ら
の
著
作
を
引
用
し
、
犯

罪
者
像
を
再
構
成
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
（
型
認
以
下
）
。

　
第
二
章
イ
ギ
リ
ス
の
刑
罰
政
策
ー
過
去
の
発
展
と
来
る
べ
き
も
の
の
か

た
ち
（
℃
》
零
1
8
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
と
監
獄
の
状
況
は
、
こ
の
一
五
年
間
に
様
相
を
大
幅
に
変

え
た
。
そ
の
要
因
は
、
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
①
犯
罪
の
発
生
・
認
知
件

数
の
増
加
、
②
在
監
人
口
の
増
加
、
お
よ
び
③
判
決
刑
期
の
長
期
化
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
正
式
起
訴
犯
罪
の
発
見
件
数
は
、
一
九
六
〇
年
七
四

万
、
七
〇
年
一
六
〇
万
、
七
五
年
一
二
〇
万
、
そ
し
て
七
八
年
二
四
〇
万
と
急

激
に
増
え
て
い
る
（
国
o
目
o
o
強
8
｝
ρ
ぎ
ぼ
巴
望
匿
鋒
。
幹
国
躍
富
包
”
且

薯
巴
8
一
零
。
。
も
P
貫
田
占
刈
）
窃
盗
の
増
加
の
ほ
か
、
強
盗
、
放
火
、
暴
力
犯
罪

の
増
加
の
度
合
い
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、
刑
事
殿
棄
法
（
9
ぎ
ぎ
巴
∪
餌
ヨ
甜
①

》
9
お
置
）
の
施
行
に
よ
り
、
要
正
式
起
訴
犯
罪
の
枠
が
拡
大
し
た
こ
と
で
説

明
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
は
、
犯
罪
の
具
体
的
な
推
移
は
指
摘
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
犯
罪
白
書
昭
和
五
二
年
版
九
四
、
九
五
頁
の
デ
ー
タ
を
参

照
し
な
が
ら
、
読
ん
で
ゆ
く
と
よ
い
。

　
②
に
つ
い
て
み
る
と
、
在
監
人
口
は
、
一
九
六
〇
年
二
万
六
百
人
、
七
〇
年

三
万
九
千
人
と
増
え
、
七
七
年
と
七
八
年
は
、
四
万
一
千
人
を
越
え
て
い
る

（
国
o
ヨ
o
o
臼
8
噛
幻
8
0
旨
o
協
9
①
勺
二
ω
8
∪
Φ
冨
旨
ヨ
Φ
旨
し
O
胡
俸
一
S
o。
）
。
（
な

お
、
こ
の
点
に
つ
き
、
本
書
四
二
頁
の
グ
ラ
フ
参
照
）
。
我
が
国
の
犯
罪
白
書
で
は
、

一
九
七
二
年
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
在
監
人
口
は
四
五
九
〇
四
人
と
し
て
い
る
（
前

出
白
書
や
嵩
。
。
）
。
こ
れ
を
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
割
合
で
み
る
と
、
受
刑
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
六
　
　
（
一
〇
〇
八
）

率
は
八
二
と
な
る
。
ち
な
み
に
我
が
国
の
そ
れ
は
四
六
で
あ
る
。
第
三
の
判
決

刑
期
の
長
期
化
で
あ
る
が
、
本
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
八
年
の
判
決
刑
期
の
平

均
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
一
九
七
二
年
の
そ
れ
は
二
三
・
四
に
上
昇
し
て

い
る
と
い
う
。
一
九
六
九
年
に
死
刑
が
廃
止
さ
れ
た
事
情
に
も
よ
ろ
う
。
し
か

し
、
重
大
犯
罪
の
増
加
、
累
犯
加
重
の
適
用
事
例
が
増
え
た
結
果
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
昭
和
五
四
年
版
犯
罪
白
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
累
犯
者
に
対
す

る
刑
の
加
重
の
適
用
例
が
、
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
間
に
異
常

に
多
く
な
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
同
白
書
唱
ワ
葦
認
）
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
イ
ギ
リ
ス
の
監
獄
内
の
緊
張
を
高
め
る
の
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
も
の
と
推
測
し
得
る
。
仮
釈
放
は
著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
　
「
管
理
の

た
め
の
手
段
」
と
し
て
利
用
さ
れ
、
マ
ウ
ソ
ト
バ
ヅ
テ
ン
の
保
安
の
た
め
の
分

類
（
本
書
マ
お
）
が
受
刑
者
の
管
理
体
制
を
整
備
し
た
。

　
本
章
で
は
、
数
ぺ
ー
ジ
を
さ
い
て
、
仮
釈
放
制
度
の
問
題
に
も
言
及
し
て
い

る
。
二
、
三
例
記
す
れ
ば
、
仮
釈
放
の
審
査
基
準
が
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
、
受

刑
者
お
よ
び
家
族
の
仮
釈
放
の
運
用
に
対
す
る
不
満
が
多
い
こ
と
、
手
続
・
決

定
期
間
の
長
期
化
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
受
刑
者
自
身
に
よ
る
仮
釈

放
の
審
査
辞
退
が
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
と
い
う
記
述
は
衝
撃
的
で
あ
る

（
本
書
マ
罫
こ
の
記
述
は
囚
Φ
一
爵
閃
帥
名
巴
霧
り
勺
碧
O
δ
ギ
9
①
島
畦
9
》
昌

≧
8
旨
讐
一
〈
①
＞
℃
實
0
8
ぴ
ご
”
ω
ユ
ニ
昏
㎏
o
蝿
茸
巴
o
h
O
は
ヨ
言
o
一
〇
凶
ざ
く
o
一
・

富
1
一
這
お
。
℃
ワ
一
？
謡
に
基
づ
い
て
い
る
）
。

　
第
三
章
　
監
獄
の
中
の
人
民
（
℃
や
ざ
－
に
一
）

　
本
章
で
は
、
P
R
O
P
に
届
け
ら
れ
た
受
刑
者
か
ら
の
手
紙
や
、
家
族
か
ら

の
手
紙
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
監
獄
内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
々
の
現



実
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
食
事
の
ひ
ど
さ
、
作
業
の
単
純
さ
、
平
均
週
給

五
〇
ペ
ン
ス
以
下
と
い
う
労
働
対
価
の
安
さ
、
外
部
交
通
の
制
度
、
頻
繁
に
行

な
わ
れ
る
受
刑
者
の
移
監
等
々
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
家
族
の
状
況

も
劣
悪
で
あ
る
。
生
活
は
無
論
の
こ
と
、
夫
の
不
在
に
よ
る
精
神
的
不
安
感
、

子
供
に
と
つ
て
の
父
親
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
投
獄
は
、
家
族
関

係
を
崩
壊
し
、
残
さ
れ
た
家
族
は
、
別
の
獄
舎
に
つ
な
が
れ
る
と
い
つ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
P
R
O
P
設
立
の
翌
年
（
一
九
七
三
年
）
、
囚
人
妻
組
合
（
P
W
U
。

現
在
で
は
p
W
F
s
も
旨
8
霞
ω
譲
貯
8
き
q
評
目
臣
9
ω
8
ぴ
蔓
）
が
で
き
て
、

「
夫
た
ち
が
監
獄
の
中
で
す
る
作
業
に
対
」
て
、
妻
と
家
族
を
扶
養
で
き
る
よ

う
、
労
働
組
合
協
定
賃
金
を
支
払
う
こ
と
」
や
「
家
庭
に
近
い
よ
り
良
い
訪
問

施
設
」
お
よ
び
「
婚
姻
訪
問
施
設
」
等
を
設
立
す
る
要
求
を
掲
げ
て
い
る
。

　
第
四
章
　
イ
ギ
リ
ス
の
囚
人
た
ち
の
抗
議
（
℃
マ
一
島
－
§
）

　
本
章
で
は
、
一
九
三
二
年
の
ダ
ー
ト
モ
ア
反
乱
と
一
九
六
九
年
の
パ
ー
ク
ハ

ー
ス
ト
の
反
乱
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
反
乱
の
原
因
は
、

受
刑
者
と
看
守
と
の
極
度
の
対
立
関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
に
よ

れ
ば
、
看
守
を
監
視
す
る
者
が
存
在
せ
ず
、
暴
行
を
行
な
つ
た
と
さ
れ
る
看
守

を
告
訴
す
る
た
め
に
内
務
大
臣
宛
に
提
出
し
た
円
形
文
書
も
実
効
性
の
な
か
つ

た
こ
と
が
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
の
反
乱
を
招
い
た
最
大
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
P
R
O
P
（
「
囚
人
た
ち
の
権
利
保
存
」
）
の
起
源
と
発
展
（
℃
つ
一
爵
－

N
零
）

　
前
章
ま
で
に
述
べ
た
情
況
を
背
景
と
し
て
、
P
R
O
P
は
、
一
九
七
二
年
五

月
二
目
に
、
デ
ィ
ッ
ク
・
プ
ー
レ
ー
他
、
受
刑
体
験
者
た
ち
に
よ
つ
て
、
誕

生
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
受
刑
者
と
元
受
刑
者
の
権
利
を
擁
護
し
社
会
復
帰
の

　
　
　
紹
介
と
批
評

援
助
を
は
か
る
と
と
も
に
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
P
R
O
P
の
権

利
章
典
に
は
、
P
R
O
P
の
会
員
と
な
る
権
利
を
は
じ
め
、
懲
罰
手
続
に
防
禦

証
人
を
呼
ぶ
権
利
、
賃
金
交
渉
権
、
結
婚
す
る
権
利
等
々
、
二
六
ほ
ど
の
権
利

要
求
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。
P
R
O
P
の
出
現
は
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
を
興
奮
さ

せ
、
監
獄
へ
の
訪
問
者
た
ち
を
通
し
て
、
P
R
O
P
の
存
在
が
獄
中
に
伝
わ

つ
た
。
P
R
O
P
の
支
援
活
動
に
力
を
得
た
受
刑
者
た
ち
は
、
散
発
的
で
あ
つ

た
が
、
獄
内
の
運
動
場
で
座
り
込
み
な
ど
の
方
法
で
デ
モ
を
続
け
た
。
P
R
O

P
の
運
動
と
共
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
受
刑
者
た
ち
の
私
信
が
、
秘
密
裡
に
P

R
O
P
に
届
け
ら
れ
も
し
た
。
受
刑
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
権
利
を
拡
大
し

よ
う
と
し
て
、
平
和
的
な
デ
モ
を
繰
り
返
し
歓
喜
し
た
。
デ
モ
は
益
々
ニ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
八
月
四
目
を
獄
内
の
受
刑
者
も
マ
ス
コ
ミ
も
期
待
し
、
P
R
O
P

も
大
き
な
成
果
を
予
想
し
て
い
た
。

　
当
日
、
統
一
ス
ト
は
実
行
さ
れ
た
。
内
務
省
の
控
え
目
な
数
字
で
も
、
二
二

施
設
で
四
〇
〇
〇
人
の
者
が
参
加
し
、
タ
イ
ム
ズ
は
、
三
三
施
設
が
実
行
し
た

と
発
表
じ
て
い
る
。
統
一
ス
ト
自
体
は
成
功
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
日
、

P
R
O
P
は
獄
外
で
の
同
時
支
援
ス
ト
を
実
行
し
え
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
に
よ
つ
て
組
織
の
貧
弱
さ
を
露
呈
す
る
結
果
と
な
り
、
こ
の
日
を
境
と
し
て
、

P
R
O
P
は
衰
退
し
て
い
つ
た
。
デ
モ
に
対
す
る
反
動
が
刑
務
官
協
会
の
側
に

強
化
さ
れ
て
も
そ
れ
に
対
応
す
る
の
に
P
R
O
P
は
無
力
で
あ
つ
た
。
獄
中
の

受
刑
者
達
も
次
第
に
P
R
O
P
か
ら
離
れ
た
。
一
般
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

な
く
、
P
R
O
P
は
分
裂
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
辺
り
の
叙
述
に
は
、
著
者
の
醒
め
た
分
析
が
看
取
さ
れ
て
興
味
深
い
。

一
九
七
二
年
の
夏
に
イ
ギ
リ
ス
に
生
じ
た
受
刑
者
の
た
め
の
組
合
運
動
は
、
「
組
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三
七
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〇
〇
九
）
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合
」
と
い
う
名
に
価
す
る
ほ
ど
の
規
模
や
組
織
力
を
持
つ
こ
と
な
く
、
そ
の
後
、

地
道
な
草
の
根
運
動
へ
と
指
針
を
変
え
た
。

　
第
六
章
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
囚
人
組
合
の
起
源
と
発
展
（
℃
層
8
。。

1
8
0
）

　
第
七
章
　
結
論
（
℃
p
ω
8
6
ε

　
こ
の
二
つ
の
章
は
、
著
者
の
か
か
わ
つ
た
運
動
の
反
省
に
基
づ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。
著
者
は
、
あ
る
べ
き
受
刑
者
組
合
の
姿
を
求
め
て
、
ア
メ
リ
カ
に
眼

を
向
け
、
グ
リ
ー
ン
・
ヘ
イ
ヴ
ン
や
モ
ン
ロ
ー
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
等
に
お
け

る
囚
人
組
合
の
動
向
を
検
討
す
る
。
著
者
の
え
た
結
論
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、
獄
外
の
囚
人
組
合
の
任
務
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
受
刑
者
組
合
の

肩
冨
O
暮
冨
巧
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
囚
人
た
ち
の
声
を
形
成
す
る
こ
と

で
あ
り
、
第
二
に
、
刑
罰
変
革
の
た
め
の
闘
争
は
、
政
治
的
、
思
想
的
闘
争
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
監
獄
運
動
に
は
、

政
治
的
レ
ベ
ル
で
の
認
識
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
致
命
的
な
欠
点
で
あ
つ
た
。

こ
れ
ま
で
『
犯
罪
の
大
学
』
に
す
ぎ
な
か
つ
た
監
獄
を
、
　
『
政
治
的
教
育
の
中

心
』
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
、
本
書
は
結
ば
れ
て
い
る
。

三
、
こ
の
著
書
か
ら
読
み
と
つ
た
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
受
刑
者
の
抗
議
運
動
の
推
移
と
P
R
O
P
が
出
現
し
た
背
景
は
何
で

あ
つ
た
か
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
。
第
二
章
の
紹
介
の
箇
所
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
当
時
の
在
監
人
口
の
増
加
に
伴
な
う
施
設
内
の
葛
藤
が
、
抗
議

運
動
の
背
景
に
あ
つ
た
。
運
動
の
関
係
者
は
、
改
善
処
遇
の
理
念
に
も
と
づ
く

施
設
内
処
遇
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
念
を
深
め
た
の
で
あ
つ
た
。
無
論
、
こ
う
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し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
だ
け
で
、
受
刑
者
の
抗
議
運
動
を
全
面
的
に
捉
え
て

よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
に
は
、
重
大
な
問
題
が
論
じ
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
職
員
の
側
の
問
題
で
あ
る
。
保
安
職
員
と
処
遇
職
員
と
が
、
は
つ
き

り
と
そ
の
職
分
を
分
担
し
き
つ
て
い
る
状
況
の
下
で
は
、
保
安
職
員
と
受
刑
者

と
の
対
立
関
係
が
明
確
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
多
く
の
抗
議
運
動
が
、

生
き
る
権
利
を
現
実
に
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
保
安
職
員
と
の
葛
藤
か
ら

生
じ
て
き
て
い
る
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ひ
と
り
イ
ギ
リ
ス

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
我
が
国
の
施
設
内
処
遇
を
考
え
る
場
合
で
も
参
考
と

な
り
う
る
。
職
員
の
質
の
向
上
は
、
矯
正
処
遇
の
成
果
に
と
つ
て
最
も
重
大
な

問
題
で
あ
る
。
研
究
者
の
間
で
も
、
最
近
、
矯
正
職
員
の
問
題
に
本
格
的
に
眼

を
向
け
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
　
（
森
本
益
之
、
行
刑
職
員
論
の
課
題
、
同
志

社
法
学
一
五
三
号
、
二
八
五
頁
以
下
、
一
九
七
八
年
）
。

　
第
二
の
論
点
は
、
P
R
O
P
の
運
動
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
ひ
い
て
は
、
受

刑
者
の
権
利
を
拡
張
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ぽ
よ
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
初
期
の
P
R
O
P
の
運
動
は
、
確
か
に
失
敗
で
あ
つ
た
。
失
敗
の
原
因
の
う

ち
重
要
な
も
の
の
一
つ
は
、
P
R
O
P
が
一
般
市
民
の
理
解
と
支
持
を
得
ら
れ

な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
刑
罰
制
度
に
関
心
を
も
つ
学
者
の
支
持
も
実
質
的

に
は
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
P
R
O
P
の
設
立
さ
れ
る
数
週
間
前
、
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
犯
罪
学
者
の
組
織
と
し
て
知
ら
れ
る
全
国
逸
脱
会
議
（
臼
冨
乞
讐
一
8
巴

U
o
〈
一
き
2
0
0
旨
9
窪
8
）
に
お
い
て
、
組
合
の
設
立
趣
旨
を
発
表
し
た
が
、

出
席
者
の
う
ち
の
支
持
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
（
本
書
マ
器
q
）
。
市

民
の
側
で
の
支
持
の
得
ら
れ
な
い
運
動
が
、
自
ら
の
分
裂
を
招
来
し
た
だ
け
で

な
く
、
受
刑
者
の
立
場
を
も
危
う
く
し
た
。
刑
務
官
協
会
の
反
動
的
な
し
め
つ



け
や
、
受
刑
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
停
止
と
い
う
措
置
が
、
そ
れ
を
物
語
つ
て
い

る
。
辻
本
義
男
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
辻
本
義
男
、
被
収
容
者
の
権
利
を
擁

護
す
る
組
織
、
比
較
法
学
一
二
巻
二
号
、
七
八
頁
。
一
九
七
七
年
）
、
　
P
R
O
P
と
い

う
組
織
に
は
、
刑
事
司
法
制
度
に
対
す
る
徹
底
し
た
批
判
や
、
あ
る
べ
き
社
会

の
構
想
と
い
つ
た
理
念
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
P
R

O
P
の
性
質
を
不
明
瞭
な
も
の
と
し
、
進
歩
的
な
学
者
の
集
ま
り
で
あ
る
全
国

逸
脱
会
議
の
支
持
を
も
え
ら
れ
な
か
つ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
初
期
の
P

R
O
P
の
活
動
が
、
既
存
の
刑
罰
改
良
組
織
を
間
接
的
に
動
か
し
、
監
獄
改
良

の
起
爆
剤
的
作
用
を
営
ん
だ
点
は
、
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
分
裂
し
た
後
P
R
O
P
の
活
動
は
、
　
「
囚
人
の
声
の
代
弁
者
」
と
更
生
保
護

に
援
助
を
す
る
団
体
と
い
う
性
格
を
強
め
、
一
般
の
人
々
の
間
で
市
民
権
を
得

る
た
め
に
地
道
な
努
力
を
し
て
い
る
（
一
九
七
六
年
の
ハ
ル
監
獄
の
暴
動
以
後
、
分

裂
状
態
は
解
消
さ
れ
、
再
統
一
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
の
後
の
状
況
は
、
刑
罰
制
度
の

根
本
的
改
革
と
い
う
、
か
つ
て
の
派
手
な
闘
争
目
標
と
は
程
遠
い
、
地
味
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
段
階
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
受
刑
者
の
権
利
を
実
質
的
に

拡
大
さ
せ
、
受
刑
者
と
そ
の
家
族
の
問
題
解
決
に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、

運
動
論
的
に
み
て
も
正
し
い
ゆ
き
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
目
、
わ
が
国
に

も
受
刑
老
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
発
言
す
る
組
織
が
あ
る
が
、
一
般
の
市
民

権
を
得
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
告
発
に
急
で
、
刑
事
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

っ
ぶ
さ
に
実
態
を
知
る
努
力
を
怠
た
り
、
或
い
は
観
念
論
が
先
行
し
て
現
実
を

直
視
し
よ
う
と
し
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
偏
重
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
担
わ
れ
た

“
運
動
ク
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ス
コ
ミ
の
よ
う

に
、
刑
罰
の
理
論
よ
り
も
そ
の
現
実
を
絶
え
ず
報
道
し
、
論
評
す
る
こ
と
で
、
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一
般
市
民
が
関
心
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
欠
け
て

い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

　
訳
文
は
よ
く
こ
な
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
い
。
内
容
は
、
硬
派
に
向
い
て
い

る
け
れ
ど
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
市
民
の
一
部
が
ど
う
い
う
収
容
生
活
を
送
つ
て
い

る
か
、
そ
こ
で
の
生
活
を
終
え
て
や
が
て
社
会
に
復
帰
し
て
く
る
受
刑
者
が
ど

う
い
う
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
か
に
思
い
を
致
す
こ
と
は
、
納
税
者
と
し
て
、
又

主
権
者
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
書
の
購

読
を
め
ぐ
つ
て
、
拘
置
所
と
被
収
容
者
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
い
う
。

お
そ
ら
く
、
本
書
が
描
い
て
い
る
よ
う
な
受
刑
者
の
連
帯
と
か
外
部
勢
力
の
影

響
で
「
受
刑
者
組
合
」
が
結
成
さ
れ
て
は
困
る
と
い
つ
た
心
配
に
よ
り
、
禁
止

が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
、
単
な
る
煽
動
の
本
で

は
な
い
の
で
あ
つ
て
・
市
民
の
理
解
と
共
感
の
な
い
と
こ
ろ
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

運
動
は
あ
り
え
ず
、
一
部
の
者
が
ど
う
騒
ご
う
と
、
国
民
の
支
持
の
な
い
と
こ

ろ
に
改
革
の
可
能
性
は
決
し
て
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
施
設
内
の

秩
序
や
管
理
の
容
易
さ
と
い
う
面
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う

行
動
が
大
方
の
支
持
を
結
局
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
る
意
味
で

此
の
程
度
の
本
を
読
ま
せ
る
だ
け
の
度
量
を
持
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
一
九
七
九
年
度
の
大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
で
の
「
刑
事
学
特
殊

講
義
」
で
扱
つ
た
「
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
」
の
な
か
で
、
論
評

を
し
た
。
そ
の
折
の
担
当
者
の
安
部
哲
夫
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
澤
が
議

論
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
書
評
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
つ
い

て
小
野
坂
弘
の
書
評
（
法
律
時
報
五
二
巻
六
号
二
三
頁
以
下
）
が
あ
る
。

　
法
政
大
学
出
版
局
刊
、
一
九
七
九
年
、
二
六
〇
〇
円
、
宮
澤
　
浩
騨
・
安
部
　
哲
夫
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